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オ
ー

ル ド ・ リベ ラ リス ト世代の 戦後教育構想

田 中耕太郎 の 教育理 論 を中心 に

1　 戦 後教育構想 の再 検討 に 向けて

　戦後教育学 を中心に 、革新勢力 の 戦後教育認
．
識 に っ い て は様 々 な批判が 向 けられ て い る。教

科研 を は じ め とす る 教育運 動は 「子 どもの 可能

性」 や 「知識 の 真理 性」 とい っ た言説 に もとづ

き、聖化 され た教育的価値 を称 揚した。こ れ ら

の 教育的価値は 、現実か ら遊離 した超越的視点

か ら教 育的営為を評 価す る も の で あ っ た 点で 、

近代教育に 内在す る諸問題 を正 し く批判す る こ

とに失敗 した と指摘 され る 。

　 しか しこ れ らの 革新勢力 の 教育言説 が 、 なぜ

こ の よ うな啓蒙主義的構図に至 っ た か に つ い て

は 、 さらなる検討の 余地 が残 っ て い る。「それ が

なぜ現 実か ら遊離 した の か 」 とい うメ カ ニ ズ ム

を含 めた歴史的検証 が加 え られ る必 要が あ る c

　本発 表 が取 り上 げる 田中耕太 郎 の 教育理 念 は 、

こ の 点 で 、興味深 い 比 較の 視点 を提供す る もの

だ と考 え られ る。オ
ー

ル ド ・リベ ラ リス ト世代

の 知識人は 、 現実政治に積極的 に関与 し っ っ 、

戦後教育の 方 向性 を真剣に論議 した。それ らは

戦後の 新たな社会秩序を い か に創出する か とい

う課題 に向 けられて い た点で 、
一

定の 原 理的思

考 を内包す るもの で あ っ た と考え られ る 。

　本発表で は、 とくに教育 と政治秩序をめ ぐる

田 中 の 教育理 念 を確認す る こ と で 、それ が革新

勢力 の 論理 と い か な る関係性 に置か れて い たか

に つ い て 、 論点 を提示 した い 。

2 　戦後民主主義教育 へ の 批判

　田 中の 教育理念 を検討す るため の 導入 に は、

まず彼 の 戦後民主主義教育批判 を確認 する の が

好便で ある。田 中は そこ で 「教育 の 政治 に対す

る優位 」 を 主張 しつ つ 、批判 を展開 して い る 。

　 田中に よれ ば、教育 と民主主義 はその 内容 に

お い て 適合 的な も の で あ るが 「教育 は 民主主義

を以て 終始す る もの で はな い 1　 （『教育基本法

の 理論 』 19 ） 。 教 育は 「全 人」 の 形成 へ と向

けられ る べ きもの と し て存在す る 。　 「教 育は 民

主社会 の構成員た る人 間を形成す る こ とに よ っ

て 、民 主国家の 建 設 に貢献す る 。 教育は 「民主

的人 間」 を 、っ ま り 「政治的人 間」 の
一

っ の 類

型を形成す る こ とで は な く 、 入 間 自体つ ま り 「全

人 」 （der　ganze　Mensch ）ま た は 全
一

的 （イ ン

山村和世 （東 京大 学大学院）

テ グラ ル ）な人 間を形成す る こ とで ある 」（9）。

　こ の よ うな 田中の 見解 は 、戦後民主主義教育

に対す る次 の よ うな批判 を導い た。　 「戦後 にお

い て わ が教育は 民 主主義教育で あ る とい われ る。

　　・し か し教育の 目的が 民主 主義 にあると い う

意味な らば、それは教育の 本質 を見誤 っ た もの

だ と思 う」　（9）。

す な わ ち教育が 「全 人 J の 形成 へ と向け られ る
べ き も の で あ る以 上 、そ の 理 念は 、政治 、 経 済 、

労働 とい っ た可変的な社会的現実 に依拠す る も

の で あ っ て は な らない 。 し か し戦後 民 主主義教

育は 「諸般 の 行政や経済や文化的活 動が行われ

る と こ ろの 外部的な条件 または輪郭」 にす ぎな

い 「民 主 主義」 を 「教育 の 理 念 自体 を指示 」 す

るも の と して 把握 した 。 こ の こ と に よ っ て 、教

育 と民主 主義 と の 関係性 をめ ぐる認 識は混乱 さ

せ られ て き た 、と田中は主 張する （34−35）。

　こ こ で興味深 い の は 、
「教育の 政治 に対す る優

位」 をふ ま えない 戦後民主主義教育が 、 田中に

とっ て 戦前 の 国家主義的教育 と同質の 問題 性を

含む もの だ と認識 されて い た こ とで ある。「国家

主義的教育の誤 りは、教育に対す る政治の 優越

で ある。 もし 民 主主義 を以 て教育の 理 念 とす る

な らば、同 じ く政治 の 優越 の 意昧 にお い て 同 じ

誤 謬 を繰 りか えす こ とになる 」　 （34−35） 。

　民 主国家にお い て は、芸術や宗教 と岡様、教

育に お い て も 「精神的な もの の優位」 が認め ら

れ な けれ ばな らな い
。 それ は戦前 も戦後 も不十

分で あっ た と田 中は論ず る の で あ る。

3　教育理念の 超越性

　 「教 育の 政治 に対す る優位」 を唱え る 田中の

教育理 念 はきわ めて超越的な もの だ っ た 。 そ の

理 論的背景 に っ い て 次 に確認 し て お こ う。

　田 中は 「教育関係」 を規定す るなか で 、f教育

は人 聞 を一層完全 な状態 に接近 させ る活動で あ

る 」 と論 じて い る （46）。 こ の よ うな理 解は 、

彼 の 「人 閲 の 二 元性 1 をめ ぐる哲学的認 識 に基

礎 を置 くもの で あっ た 。

　田 中は 厂人格の 完成」 にお け る 「人格」 とは

「自然 的人 間 」と は 異 な っ た観念で あ る と し て
、

「人 問 は 物 理 的 （心 理 的 の も の をふ くめ て ）お

よび 精神的 の 二 要 素か ら成 り立 っ て い る」 と言
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明 す る （72）。 前者 は人 問の 動物 的側面 で ある

の に対 し 、 後者 は人 問が 固有 に備 える精神 的領

域 を意 味す る。それ は 「真善美 に対す る要求 」

と し て 現わ れ 、本能的満足や感覚的快楽が支配

す る 自然法則 （因果 律）の 領域 に抗 し て 、理 性

に も とつ く自由意志 とし て発揮 され る。

　教育基本 法第
一

条 の 「人格 の 完成」 の 概念 も

こ の よ うな認 識 に従 っ て 理解 され る 。 教 育 とは

人格 がそ こ へ 向けて 完成 され るべ き 「完全性」

へ の努 力で あ り 、 か つ それ は理 性 の 領域に 向け

られ た完成 で あ る 。 こ うした 主 張は カ トリ ッ ク

自然法論 を背景 に置 い たもの で あ り、教育 目的

は究極的に宗教 （超人間的世界）に接近す る 、

とい うの が 田中の 教育理念 の 捉 え方で あ っ た 。

4 　個人 主義 を介 した国家公 民教育

　だが こ の よ うな教育目的の 超 越性 に もか かわ

らず 、 田 中は教育理 念 と政治的秩序 との 関係性

につ い て 、 具体的に議論 を展 開 して い る 。

　こ の とき重要 なの は 、教育が 人格の 完成 と い

う個人 の 倫理 化 を基調 と し つ つ も、他方、「人 間

が社会的鋤物 で ある こ とか ら生 ず る諸要請 」 を

無視 で きない 点で ある （87）。「完全な個人は当

然 に完全 な社 会人で な ければ な らな い 」 （87）。

した が っ て 「人 格 の 完成」 を 目的 とす る教育的

営為 の うち に も、「社会生活 の 方 面 の 智識 や 訓練

を授 ける もの 」 として の 「国家公 民 教育」 の 側

面が 重要 とな っ て くる （87）。

　 こ うした社会秩序 の 重視 は 、 家族 、 国家、教

会お よび国際社会 （人類社 会）等 の 「協同社会

（Gemeinschaft ）」 を価値的 に前提す るカ トリ

ッ ク 自然 法論 とも連関 した も の だ っ た 。 すな わ

ち 田中の 教育理念 は 「人格の 完成」 とい う個人

へ の 働 きか けを基礎 としつ つ 、社会秩序 の 形成

者 とし て の 教育 目的 を重視す る もの だ っ た の で

ある。「社会 は入格の 完成 に必要で あ る。また社

会 は個人 によ っ て 形成せ られ るか らし て、社 会

の 進歩発 達は 個人 の 良否 にか か っ て い る の で あ

る」 （83）。

　 しか しこ の よ うな国家公 民教育は 当然 、戦前

の 国家 主義的教育 とは異質な原理 を含む もの で

な くて は な らない 。そ こ で 田 中が強調す る の が

「全 人 」 や 「入 格 の 完成 」 の 根 幹 に位置す る個

人主義の 理念で あ っ た。田 中に よれ ば、あるべ

き国家公 民教育 とは、「全 体主 義教育とちが っ て 、

あくまで個 人 の 完成 を基礎 と して い る」 （88）。

戦前の 国家主義教育は こ の 点 に適切 な力 点 を置

か なか っ た か ら こ そ、天 皇の 神格化や形式的 ・

盲 目的な忠君愛国精神 を導い た。「教育の 政治 に

対す る優位 」 の 理 念 と同時に 、 個 人主義を介 し

た国 家公 民 教育が実現 され る こ とが 、 こ の 意 味

で 重要な の で あ る 。

　 し か し適切な国家公民教育 は、過 去にお い て

も現在 に お い て も実現 されず、社会秩序 の 形成

者 たる個人の 育成 に従 来の 教育は失敗 して きた 、

と田 中は診 断す る。「従 来わ が 国に お い て は個人

に智識 や技 能を授 け る教育 は相 当進 ん で い たが 、

社会生活 を営む こ と に つ い て の 教 育は はな は だ

徹底 を欠 い で い た 。 こ の こ とは 現在民 主政治 を

円滑 に実現するた め の
、 大きな障害に な っ て い

る。わが社会 における多くの 病弊は主 と して 国

家公 民教育の 不徹底に帰着する ので ある」 （88）。

　上 述 の 評価に あた っ ては 、戦後民 主主義教育

に対 す る 田 中 の 批判 も介在 した 。 戦前の 国家主

義教育か らの 反動 とし て 、戦後 民主主義教育 は

個入 主義に傾斜した が 、そ れ は 「個人 を絶対視

し 、 国家や民族 の 意義と価値を全面 的に否 定す

る極端な個人主義的傾向1で しか なか っ た （87）。

「真の 入格の概念にお い て 個入 と社会 との 対立

は 止 揚 され る 」 に もかか わ らず、戦後 民主主義

教育は 、 社会秩序 と教育 目的 の 関連性を適切に

把握せ ず、国家公 民教育 の 実現に失敗 して きた

とされ る の で ある （87）。

5　個 人 と政 治秩序との 相互 緊張関係

　こ の よ うな田中耕太郎の 教育理論 は 、革新勢

力の 戦 後教育言説 と対照 させ て見た場合 、 興 味

深 い 視 点を提供す る。田 中の 戦後民主主義教育

批判は 、 （1）教育と政治の 次元 の 相違を無視 し

た こ と、 （2）社会 の 秩序性を考慮 に入れ ない 極

端 な個人主義 に傾斜 した こ と、へ と向け られた。

　革新側の 教育運動 に お い て 高 く評 価 され た

『山び こ学校』に見 られ る よ うに、戦後民主 主

義教育 の 原 点には 、 身近 な社会的不 含理 を民主

的 手続 きに よっ て 是正 して い くとい う課題 が存

在 した。こ の 課題の ためには 、 正 しい 教育的価

値に 依拠す る こ とが必要 とされ た 。 しか し正 し

い 教育 的価値 に従 っ て 正 しい 社会秩序 を導 くと

い う理 念 は、それ が個人 と政治秩序 との 間 にお

ける相 互 緊張関係 の 視点 を欠落 させ る場 合、ひ

とつ の 問題 を孕 む も の だっ た と考 え られ る 。 正

し い 教育理 念 と正 し い 政治秩序 が等値 され る状

況 とは、田中 の 指摘す る とお り 、 現今 の 政治秩

序を個人の 理性的判断能力 に基づ き制御する 、

リベ ラ ル な枠組 み を否 定す る もの だ か らで ある。

　 革新勢力の 戦後教育言説 に対 し て指摘 され る

啓蒙主義的構 図 は 、 政治秩 序 と數育理 念 の 関係

性の 点 か らも再考 され る余 地が存在す る 。
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